
 
お求めの方は，市史編纂事務局へ直接お越しください。また，郵送をご希望の方は，電話，FAX またはメール

にてお申し込みください。郵送料については，事務局へお問い合わせください。 

付録ＤＶＤ 

『ビジュアル小松の建築史』 

 

        町家建築 

        庭園･風景地･公園･緑地 

        棟札 

        文献史料 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２30 号 

平成 30 年５月１日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 【目次】 

第１章 失われた建築 

第２章 寺社建築 

第３章 町家建築 

第４章 農家建築 

第５章 近代建築 

第６章 庭園・風景地・公園・緑地 

第７章 石蔵 

第８章 棟札 

第９章 文献史料 

特別価格 ４,０００円〈税込〉（平成 30 年４月～12 月） 

定価      ５,２００円 〈税込〉（平成 31年１月～） 

  

市史完成報告会(小松市役所) 

 今年の春は例年よりも早く暖かくなり，桜の開花時期もあっという間に過ぎてしまいました。芦城公園では，

今は藤が見ごろです。藤の開花も早く，五月晴れの穏やかな日に観賞したいですね。 

 さて，先月 11 日に市史完成報告会が行われ，『建築編』の販売が始まりました。「ものづくりの小松」として

発展した様子が，建造物から知ることができます。ぜひご一読下さい。 

 今月は当市の一大イベント，お旅まつりや子供歌舞伎フェスティバルが開催されます。ぜひご参加ください。 

 

小松市史購入方法 
 

『新修 小松市史 資料編 15 建築』 絶賛発売中!! 

 産業』 4 月 14 日 販売開始 

『建築編』見どころ紹介（第 3 章 町家建築より） 

当市内の伝統的な特徴のある町家を，安宅町５軒，旧小松城下

町である中心市街地から 27 軒を紹介する。 

 安宅町は北前船の交易で繁栄し，北前船主が建てた大型の町家

が現存している。主屋の間口が６間以上と広く，軒高も当市中心

部より低くなっており，塀と門を通りに面して設けることで主屋

同士が隣接しない町並みを形成しているのが特徴である。 

中心市街地では，昭和５年と７年に二度の大火を受け，藩政期

の町並みはほぼ失われた。復興には防災上道路が拡幅され，住宅

は伝統的な町家の形式を踏襲し，軒や屋根の高さがそろう均等の

とれた町並みが成立した。中には焼失を免れた住宅もあり，柴田

呉服店(大川町)は，明治 39 年に現在地に移築されたと伝えられ，

当初の建築年代は幕末に遡る特徴を備えた町家で，改造も少なく

保存状態も良好で，市街地では最も古い町家の原型を伝える建物

として大変貴重である。詳細は，『建築編』をご覧ください。 



＜5月のカレンダー＞ 

＜事務局 4 月の活動状況＞ 

・４月 ３日(火) 教育関係(市立高校)資料調査 

・４月 11日(水) 『建築編』完成報告会・販売開始 

・４月 12日(木) 町家聞取り調査(大文字町) 

・４月 13日(金) 教育部会 

・４月 14日(土) 小学校沿革史資料調査 

・４月 15日(日) 考古部会 

・４月 20日(金) 教育会誌他資料調査(文教会館) 

・４月 21・22 日 教育関係(国民学校)資料調査 

・４月 26日(木) 近現代部会 

・４月 26・27 日 財政資料(町会議事録)調査 

・４月 28・29 日 教育関係(中等教育)資料調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

小松の初夏はお旅祭りで賑わいます。この祭りで上演される曳山子供歌舞伎，今年の当番町は寺町と八日市町

です。曳山の歴史や特徴は市史『曳山編』を，また上演までの流れを知りたい時は『民俗編』をご覧ください。

明和３年(1766)から 250 年も続く曳山子供歌舞伎。しかし，最近は子供役者以上に若手の担い手不足で，下記に

記す曳山独特の運営形態が崩れようとしています。この伝統を守るべく若人が立ち上がってほしいものです。 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

          1     2     3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

＜事務局 5 月の活動予定＞ 

・５月 13日(日) 通史部会 

 通史部会は今年度発足。委員は東四柳史明部会長， 

三浦純夫，見瀬和雄，山本吉次，小林忠雄，山前圭佑， 

橋本正準各編集委員が進めて参ります。 

寺町の曳山 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

八日市町の曳山 

新修 小松市史 11「民俗」 定価 5,000 円  

曳山の運営『五人衆』 

 曳山は，町内の若者組織で運営，上演を行います。若者組織の最年

長者らは「五人衆」と呼ばれ，出演者の選出，演目の決定，協賛集め，

宣伝など曳山の運営に関わる仕事をします。運営準備は，４年前から

始まり，４年間かけて準備金の積み立て，協賛依頼をする企業や商店

の整理をします。同時に「若連中」と呼ばれる「五人衆」以外の若者

に声掛け集めます。「若連中」は曳山の準備や上演中の裏方を担い，

上演にはなくてはならぬ存在です。故に，「五人衆」は「若連中」と

また町内との関係においても細やかな配慮が必要とされます。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

